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「
京
都
学
派
」
に
属
す
る
東
洋
史
学
者
と
し
て
、
宮
崎
市
定
（
以
下
、

宮
崎
と
略
称
）
は
著
名
な
存
在
で
あ
り
、
近
年
も
そ
の
著
書
の
文
庫
化

や
文
庫
版
の
復
刊
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が（

１
）、

こ
れ
ま
で
そ
の
評
伝
や
専

論
が
専
著
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た（

２
）。

こ
れ
は「
京
都
学
派
」

の
宮
崎
の
先
達
で
あ
る
内
藤
湖
南
に
関
し
て
、
専
著
と
し
て
複
数
評
伝

な
ど
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る（

３
）。

本
書
は
そ
の
宮
崎

の
初
の
本
格
的
な
評
伝
と
な
る
。

　

著
者
井
上
文
則
氏
の
専
攻
は
東
洋
史
で
は
な
く
古
代
ロ
ー
マ
史
で
あ

る
が
、本
書
の
「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
、大
学
学
部
時
代
以
来
の
「
宮

崎
フ
ァ
ン
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
井
上
氏
の
一
般
書
『
軍
人
皇

帝
の
ロ
ー
マ
』
で
は
、
ロ
ー
マ
史
の
流
れ
と
中
国
史
の
そ
れ
と
を
比
較

し
、
両
者
の
間
に
大
帝
国
の
分
裂
傾
向
や
異
民
族
の
侵
入
と
い
っ
た
類

似
す
る
現
象
が
見
ら
れ
る
と
認
識
し
た
り（

４
）、

ロ
ー
マ
史
の
イ
リ
ュ
リ
ア

「
宮
崎
史
学
」
の
達
成
と
課
題
を
読
み
解
く

佐
藤　

信
弥 

Book Review

四六判　440頁
国書刊行会

［本体 3,600円 + 税］

人
（
バ
ル
カ
ン
半
島
出
身
の
軍
人
貴
族
）
を
中
国
史
の
武
川
鎮
軍
閥
と
比

較
し
、
両
者
の
果
た
し
た
歴
史
的
な
役
割
が
似
て
い
る
と
指
摘
し
、
イ

リ
ュ
リ
ア
人
を
宮
崎
の
『
東
洋
に
お
け
る
素
朴
主
義
の
民
族
と
文
明
主

義
の
社
会
』（
以
下
、
宮
崎
の
論
著
に
つ
い
て
の
出
典
は
省
略
す
る
）
で
い

う
「
素
朴
民
族
」
と
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
り（

５
）、

宮
崎
の
研
究
成
果
や

手
法
を
参
考
に
し
た
部
分
が
あ
る
。
ま
た
宮
崎
に
関
し
て
、
研
究
ノ
ー

ト
「
宮
崎
市
定
と
西
洋
古
代
史
研
究
」
を
発
表
し
て
い
る（

６
）。

　

本
書
は
以
下
の
全
八
章
構
成
で
、
宮
崎
の
生
涯
と
業
績
を
追
っ
て
い

る
。

　

第
一
章　

�

千
曲
川
の
畔
―
―
飯
山
時
代
（
明
治
三
十
四
年
～
大
正
八
年
）

　

第
二
章　

�
山
出
し
の
青
年
―
―
旧
制
松
本
高
等
学
校
時
代
（
大
正
八

年
～
大
正
十
一
年
）

井
上
文
則
著

天
を
相
手
に
す
る

　

評
伝　

宮
崎
市
定
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第
三
章　

�

優
れ
た
師
の
下
で
―
―
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
で
の
学
生

時
代
（
大
正
十
一
年
～
大
正
十
四
年
）

　

第
四
章　

�
ご
く
上
々
な
門
出
―
―
大
学
院
か
ら
旧
制
高
校
の
教
授

（
大
正
十
四
年
～
昭
和
九
年
）

　

第
五
章　

�

鼻
息
の
荒
い
時
代
―
―
京
都
帝
大
の
助
教
授
、
フ
ラ
ン
ス

留
学
（
昭
和
九
年
～
昭
和
十
三
年
）

　

第
六
章　

�

国
策
に
従
事
し
て
―
―
京
都
帝
大
の
助
教
授
か
ら
教
授
へ

（
昭
和
十
三
年
～
昭
和
二
十
年
）

　

第
七
章　

�

地
味
な
宮
崎
―
―
京
大
教
授
時
代
（
昭
和
二
十
年
～
昭
和

四
十
年
）

　

第
八
章　

�

江
湖
の
読
者
に
迎
え
ら
れ
て
―
―
停
年
後
の
宮
崎
（
昭
和

四
十
年
～
平
成
七
年
）

　

本
書
の
特
徴
は
、
宮
崎
の
生
涯
を
追
う
と
と
も
に
、
個
々
の
学
説
が

形
成
さ
れ
た
学
問
遍
歴
を
丁
寧
に
た
ど
っ
て
い
る
点
、
そ
し
て
『
論
語
』

や
七
支
刀
銘
文
の
読
解
を
め
ぐ
る
問
題
な
ど
宮
崎
の
研
究
へ
の
批
判
、

あ
る
い
は
大
東
亜
共
栄
圏
構
想
の
よ
う
な
戦
時
中
の
国
策
と
の
関
わ
り
、

『
ア
ジ
ヤ
史
概
説
正
編
』
で
の
盗
用
疑
惑
、
学
士
院
賞
事
件
と
い
っ
た
ト

ラ
ブ
ル
や
、
本
書
評
で
後
述
す
る
貝
塚
茂
樹
と
の
軋
轢
の
よ
う
な
、
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
ゴ
シ
ッ
プ
に
属
す
る
こ
と
も
避
け
ず
に
扱
っ
て
い
る

点
、
宮
崎
の
論
著
や
学
説
、
関
係
す
る
論
争
に
つ
い
て
網
羅
的
に
扱
っ

て
い
る
点
の
三
点
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
宮
崎
の
『
ア
ジ
ア
史
概
説
』『
中
国
史
』
な
ど
の
通
史
や

概
説
書
に
見
え
る
、
中
国
史
を
世
界
史
の
中
に
位
置
づ
け
て
議
論
す
る

と
い
う
発
想
が
ど
の
よ
う
に
育
ま
れ
た
か
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。
ま
ず

第
三
章
で
島
田
虔
次
の
言
を
引
き
、
宮
崎
が
中
国
史
と
西
ア
ジ
ア
史
の

総
合
・
結
合
を
め
ざ
し
た
の
は
、
桑
原
隲
蔵
の
「
東
洋
史
学
」
の
方
向

性
と
共
通
し
て
お
り
、
彼
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し

て
宮
崎
が
「
都
市
国
家
」「
宗
教
改
革
」「
ル
ネ
サ
ン
ス
」
と
い
っ
た
西

洋
史
の
概
念
を
東
洋
史
に
用
い
た
の
は
、
西
洋
史
の
原
勝
郎
が
日
本
で

の
鎌
倉
新
仏
教
の
出
現
を
西
洋
史
の
概
念
で
あ
る
「
宗
教
改
革
」
と
い

う
言
葉
で
も
っ
て
説
明
し
た
よ
う
な
姿
勢
を
受
け
継
い
だ
の
で
あ
る
と

指
摘
す
る
。
つ
い
で
第
四
章
で
は
、
宮
崎
の
旧
制
高
校
教
授
時
代
、
第

六
高
等
学
校
で
は
東
洋
史
の
講
義
を
通
じ
て
唐
と
ロ
ー
マ
帝
国
と
の
類

似
性
に
注
目
し
、
第
三
高
等
学
校
で
東
洋
史
と
と
も
に
西
洋
史
の
講
義

も
担
当
し
た
こ
と
で
、
東
洋
史
と
西
洋
史
の
関
係
を
真
剣
に
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
第
五
章
で
は
、
昭
和
六
年
の
榊
亮

三
郎
に
よ
る
京
都
大
学
夏
期
講
座
「
上
世
波
斯
と
古
代
印
度
、
中
世
波

斯
と
支
那
日
本
」
の
受
講
に
よ
り
、
東
洋
史
と
西
洋
史
が
西
ア
ジ
ア
を

介
し
て
繫
が
っ
て
い
た
と
い
う
視
点
を
獲
得
し
、
こ
れ
が
西
ア
ジ
ア
を

中
心
と
す
る
世
界
像
を
提
供
し
た
と
い
う
点
で
、
宮
崎
の
世
界
史
観
構

築
に
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
評
価
す
る
。
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そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
留
学
で
は
、
当
時
現
地
で
流
行
し
て
い
た
東
西
交

渉
史
の
研
究
の
影
響
を
受
け
、
留
学
の
成
果
と
し
て
「
東
洋
の
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
と
西
洋
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
を
発
表
す
る
こ
と
と
な
る
。
第
五

章
で
は
、
こ
の
論
考
の
中
で
宮
崎
が
世
界
史
の
理
解
に
あ
た
っ
て
ペ
ル

シ
ャ
及
び
イ
ス
ラ
ム
世
界
（
西
ア
ジ
ア
）・
東
洋
・
西
洋
の
三
つ
の
地

域
区
分
と
、
都
市
国
家
か
ら
大
帝
国
に
至
る
時
代
と
し
て
の
古
代
、
地

方
分
権
・
宗
教
の
強
大
化
・「
夷
狄
」
の
侵
入
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら

れ
る
中
世
、
宗
教
改
革
と
ル
ネ
サ
ン
ス
に
よ
っ
て
始
ま
る
近
世
の
三
つ

の
時
代
区
分
を
提
示
し
、
こ
の
三
地
域
が
相
互
に
影
響
し
あ
い
、
と
り

わ
け
進
ん
だ
社
会
が
遅
れ
た
社
会
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
歴
史
観
を

展
開
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
を
自
己
の
世
界
史
観
を
提
示
し
、

確
立
し
た
も
の
と
し
て
評
価
す
る
。
ま
た
、
こ
の
論
考
が
書
か
れ
た
背

景
と
し
て
、
当
時
西
田
幾
多
郎
門
下
の
哲
学
分
野
の
「
京
都
学
派
」
の

学
者
た
ち
の
間
で
世
界
史
や
世
界
史
の
哲
学
が
熱
心
に
語
ら
れ
、
日
本

を
中
心
と
す
る
ア
ジ
ア
が
主
体
的
な
役
割
を
担
う
世
界
史
と
そ
れ
を
成

り
立
た
せ
る
哲
学
を
模
索
し
て
い
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
指
摘
す
る
。
こ
う
し
た
宮
崎
の
学
問
遍
歴
が
後
の
通
史
本
や
概

説
書
に
反
映
さ
れ
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。

　

筆
者
（
佐
藤
）
は
、
考
古
学
に
よ
る
発
掘
の
成
果
や
甲
骨
・
金
文
の
よ

う
な
出
土
文
献
の
活
用
が
求
め
ら
れ
る
中
国
先
秦
史
を
専
攻
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
宮
崎
が
そ
う
し
た
も
の
に
対
し
て
冷
淡
な
態
度
を
と
っ

た
の
に
は
ど
う
い
う
事
情
が
あ
る
の
か
今
ま
で
疑
問
に
思
っ
て
い
た
が
、

本
書
に
よ
っ
て
そ
の
経
緯
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
た
。ま
ず
第
三
章
で
、

宮
崎
の
学
生
時
代
に
法
隆
寺
の
再
建
・
非
再
建
論
争
が
盛
ん
で
あ
っ
た

こ
と
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
宮
崎
は
建
築
史
の
観
点
か
ら
の
天
沼
俊
一

の
非
再
建
論
と
、
文
献
史
料
に
基
づ
く
喜
田
貞
吉
の
再
建
論
の
双
方
に

接
し
、
後
に
再
建
論
が
正
し
い
と
わ
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
論
争

を
通
じ
て
実
物
に
対
す
る
文
献
史
料
の
優
位
を
確
信
す
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
。
出
土
文
献
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
第
三
章
に
宮
崎
が
狩
野

直
喜
よ
り
敦
煌
文
書
を
史
料
と
す
る
西
域
研
究
に
手
を
出
す
こ
と
を
戒

め
ら
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
見
え
、
宮
崎
が
こ
う
し
た
出
土
文
献

に
冷
淡
で
あ
っ
た
の
は
、
既
存
の
研
究
資
料
で
も
見
方
を
変
え
て
新
し

い
考
え
を
出
せ
ば
い
く
ら
で
も
研
究
で
き
る
と
い
う
濱
田
耕
作
の
指
導

の
影
響
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
第
四
章
に
よ
る
と
、「
紙
上

考
古
学
」
が
展
開
さ
れ
る
宮
崎
の
論
考
「
支
那
城
郭
の
起
源
異
説
」
は
、

発
表
当
時
濱
田
耕
作
に
褒
め
ら
れ
た
と
い
う
。

　

同
じ
く
京
都
大
学
に
在
籍
し
て
い
た
貝
塚
茂
樹
の
研
究
成
果
を
無
視

す
る
か
の
よ
う
な
「
西
周
抹
殺
論
」
を
宮
崎
が
主
張
し
た
理
由
に
つ
い

て
は
、
筆
者
は
宮
崎
と
貝
塚
の
仲
が
よ
く
な
か
っ
た
旨
側
聞
し
て
い
た

が
、
そ
の
詳
し
い
事
情
ま
で
は
知
ら
な
か
っ
た
。
第
四
章
及
び
第
七
章

で
は
、中
国
古
代
の
都
市
国
家
論
が
宮
崎
の
独
創
に
よ
る
も
の
な
の
に
、

貝
塚
が
こ
の
点
を
認
め
て
お
ら
ず
、
貝
塚
自
身
の
説
で
あ
る
か
の
よ
う
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に
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
宮
崎
が
不
満
を
持
っ
て
い
た
と
い
う

事
情
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
「
宮
崎
史
学
」
に
対
す
る
読
者
の
関
心
の
持

ち
よ
う
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
発
見
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
も
の
に
な
っ

て
い
る
。
た
だ
、
読
者
の
関
心
に
応
じ
た
読
み
に
対
応
す
る
た
め
の
措

置
、
た
と
え
ば
人
名
索
引
な
ど
が
備
え
ら
れ
て
い
な
い
の
が
残
念
で
あ

る
。
あ
る
い
は
宮
崎
の
「
編
年
史
」
と
し
て
年
代
順
に
ま
と
め
ら
れ
た

本
編
に
対
し
て
、
事
項
別
の
「
紀
事
本
末
」
的
な
索
引
が
あ
っ
て
も
よ

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。宮
崎
あ
る
い
は
そ
の
学
問
に
対
す
る
網
羅
的
・

総
合
的
評
伝
と
な
っ
て
い
る
本
書
に
対
し
、
今
後
は
宮
崎
の
個
別
の
研

究
動
向
に
対
す
る
各
論
・
専
論
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、

本
書
は
「
宮
崎
史
学
」
の
達
成
と
課
題
を
議
論
す
る
た
め
の
有
用
な
参

考
文
献
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

【
注
】

（
１
）�

宮
崎
市
定
『
中
国
史
』（
上
）（
下
）（
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
五
年
）、
宮

崎
市
定
『
大
唐
帝
国
―
―
中
国
の
中
世
』（
中
公
文
庫
プ
レ
ミ
ア
ム
、

二
〇
一
八
年
）、宮
崎
市
定
『
ア
ジ
ア
史
概
説
』（
中
公
文
庫
プ
レ
ミ
ア
ム
、

二
〇
一
八
年
）
な
ど
。

（
２
）�

短
篇
の
評
伝
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
礪
波
護
「
宮
崎
市
定
」（『
20
世
紀

の
歴
史
家
た
ち
（
１
）
日
本
編
上
』
刀
水
書
房
、一
九
九
七
年
）
が
あ
る
。

（
３
）�

三
田
村
泰
助
『
内
藤
湖
南
』（
中
公
新
書
、一
九
七
二
年
）、粕
谷
一
希
『
内

藤
湖
南
へ
の
旅
』（
藤
原
書
店
、
二
〇
一
一
年
）、
高
木
智
見
『
内
藤
湖

南
―
―
近
代
人
文
学
の
原
点
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
六
年
）
な
ど
。

（
４
）�

井
上
文
則『
軍
人
皇
帝
の
ロ
ー
マ
―
―
変
貌
す
る
元
老
院
と
帝
国
の
衰
亡
』

（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
二
〇
一
五
年
）、
一
九
～
二
〇
頁
。

（
５
）
井
上
文
則
前
掲
『
軍
人
皇
帝
の
ロ
ー
マ
』、
一
二
四
～
一
二
六
頁
。

（
６
）�

井
上
文
則
「
宮
崎
市
定
と
西
洋
古
代
史
研
究
」（『
西
洋
古
代
史
研
究
』

第
一
五
巻
、
二
〇
一
五
年
）。

（
さ
と
う
・
し
ん
や　

立
命
館
大
学
）


